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1.要約:

n-ぺンタデカンをSD系ラットに一定期間毎日反復投与した時に現われる毒性を明らかにす

るため、強制経口投与による 28日間反復投与毒性試験を実施した。

ラットは 1群雄雄各5匹で 4試験群、対照群および1， 000 mg/kg群には雌雄各5匹の回復

群を設け、計 60匹を使用した。

n-ぺンタデカンは、 0.1% Tween 80添加の 0.5%カルボキシメチルセルロース・ナトリ

ウム水溶液に懸濁し、 O. 100. 300および1.000 mg/kgを毎日 1回、 4週間連続経口投与

し、臨床観察，体重測定，飼料摂取量測定，血液学検査，血液凝固検査，生化学検査，尿

検査，臓器重量測定および病理学検査を行った。なお、回復期間は 2週間とし、投与終了

時と同様な検査を実施した。

その結果は、次の如く要約される。

投与期間および回復期間を通し、雌雄いずれの群にも臨床観察所見に異常の認められた動

物はなく、死亡例も認められなかった。

体重および飼料摂取量には、雌雄とも被験物質投与による影響が認められなかった。

血液学検査，血液凝固検査，生化学検査および尿検査結果には、雌雄とも被験物質投与に

起因すると考えられる変化は認められなかった。

臓器重量測定の結果、雌雄とも被験物質投与によると考えられる変化は認められなかった。

病理学検査の結果、投与終了時および回復試験終了時の計画屠殺動物において、被験物質

投与によると考えられる肉眼所見は、雌雄とも観察されなかった。

投与終了時の対照群および1.000 mg/kg群について組織学検査を行ったが、被験物質投与

によると考えられる所見は、雌雄とも観察されなかった。

以上の結果、雌雄とも無影響量はし 000mg/kgと判断された。
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2.試 験 題 目: n-ぺンタデカンのラットを用いる 28日間の反復投与毒性試験

3 .試 験 目 的: n-ぺンタデカンの安全性評価の一環として、環保業第 700号，薬発第

1039号， 61基局第1014号(昭和61年12月 5日〉の「新規化学物質に係

る試験の方法について」に従って、ラットを用いる 28日間の反復投与

毒性試験を実施した。

なお、試験の実施は環企研第 233号，衛生第38号， 63基局第 823号

〈昭和63年11月18日〉の「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質

に係る有害性の調査の項目等を定める命令第4条に規定する試験施設

について」の基準を満たすものとした。

4.試験番号: 1 839 ( 115-010 ) 
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9.被 験物質:

1)被験物質名 n-ぺンタデカン
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3) ロット番号

4)純 度 >99% (GC) 

5)製造年月日 平成 3年 7月 3日

6)保管条件 冷暗所

7)分子式 CH3 (CH2) 13CH3 

8)分 子量 212. 42 

9)色 無色透明

10)融 点 100C 

11)沸 点 115 oC (4 mmHg) 

12)比 重 O. 77 

13)取り扱い上の注意 帽子，眼鏡，マスク，手袋等の保護具を着用する。

なお、実測した結果は rReferencedata 1Jに示した。
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1 o.試験材料および方法:

1)供試動物

供試したラット CD(SD)系は日本チヤールス・リバー株式会社(神奈川県厚木市下古沢

795 )から平成 3年 10月14日に 4週齢で購入した。

動物を検収後、試験環境に 9日間馴化し、平成 3年 10月23日に 6週齢で投与を開始し

た。動物はあらかじめ体重によって層別化し、無作為抽出法により各試験群を構成するよ

うに群分けした。

動物の識別は、個体別飼育ケージに動物標識番号 (AnimalID-No.) を付すことにより

行った。

投与開始時の体重は雄で 131--146g，雌で 112--129gであった。

2)種属選択理由

供試したラットの系統は感染性疾患に対する抵抗性，遺伝的安定性等を考慮して選んだ。

3)飼育

動物はノ〈リアシステムの飼育室(9. 8 x 8. 2 x 2. 5 m. 2 0 O. 9 m3
) で飼育し、環境調節の

目標値は温度 23土 10C、相対湿度目土 5%、換気回数 1時間20回、照明150--300 

1 u x. 12時間(午前 7時点灯、午後 7時消灯〉とした。

株式会社 東京技研サービス(東京都府中市若松町トト16)の水洗式飼育機 (674.2 x 

8 O. 0 x 175. 5 c m)を使用し、金属製前面・床網目飼育ケージ (2O. 0 x 28. 2 x 18. 0 c m、

飼育ケージ・スペース 1O. 152 c m3 )に動物を 1匹ずつ収容し、飼料と水を自由に摂取さ

せた。飼育ケージは隠週 1回、給餌器は週 1回取り換えた。

なお、動物の思"化期間を含め、投与および回復期間中、データの信頼性に影響を及ぼした

と思われる環境要因の変化はなかった。
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4)試験群の構成

試験群の構成は下記に示した。

1群雌雄各 5匹、回復群を Oおよび1.000 mg/kg群に雌雄各 5匹、計 60匹を使用した。

試験群 l 2 3 4 

用 量 1 00 300 L 000 
(mg/kg) 

性 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌

動物数 10 10 10 10 I 

1001 2001 1101 2101 1201 2201 1301 2301 I 

動物番号

1005 2005 1105 2105 1205 2205 1305 2305 I 

1006 2006 1306 2306 

動物番号 一 一 一 一
1010 2010 1310 2310 I 

」一一一一 」一一一一一

[用量設定理由]

用量設定のための予備試験を 0，200， 600および1.800 mg/kg/dayの4用量で実施した結

果、死亡例はいずれの投与群でもみられず、また、体重，飼料摂取量，病理解剖所見およ

び臓器重量にも被験物質投与に起因すると考えられる変化は認められなかった。従って、

28日間反復投与試験における最高用量は、限界用量の1.000 mg/kgとし、以下公比 3で除

し中用量を 300mg/kg、低用量を 100mg/kgに設定した。別に担体(O. 1%量 Tween80添

加 0.5%カルボキシメチルセルロース・ナトリウム水溶液)のみを投与する対照群を設け

Tこ。
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5)投与方法

被験物質の投与経路は経口とした。被験物質は 0.5%カルボキシメチルセルロース・ナト

リウム水溶液(和光純薬工業株式会社、大阪市中央区道修町ト1-2)に懸濁し、さらに

0.1%量 (w/v)の Tween80を添加して充分混和したものを胃ゾンデを用いて強制経口投

与した。投与容量は体重 100g当り O.5 ml とし、投与液の調製は週に l固とした。対照

群には担体( O. 1%量 Tween80添加 0.5%カルボキシメチルセルロース・ナトリウム水

溶液〉のみを投与した。

6)投与期間

投与期間は28日間とし、投与終了後 Oおよび1.000 mg/kg群について 2週間の回復試験を

実施した。

7)飼料

動物に与えた基礎飼料はオリエンタル酵母工業株式会社(東京都中央区日本橋小伝馬町

10-11 )製造の放射線滅菌改良NIH公開ラット・マウス飼料 (M0 d i f i e d N 1 H 0 p e n 

Formula Rat and Mouse Ration) を使用した。

基礎飼料中の環境汚染物質に関する分析結果は rReferencedata 2Jに示した。

8)投与液中の被験物質の均一性/濃度分析

投与液の均一性/濃度確認のため全試験群について、第 1および第 4週投与用調製液の濃

度分析を行った。なお、投与液の安定性については、予備試験(試験番号1816)において

調製後冷蔵庫保存で 2週間安定であることが確認されている。

均一性/濃度分析の方法および結果は rReferencedata 4Jに示した。

9)給水

動物には水道水を自由に摂取させた。

水道水の分析結果は rReferencedata 3Jに示した。

10)観察

全動物を毎日 2回(休日は死亡および死期の迫った動物の観察のみとした〉観察し、中毒

症状の有無，行動異常，死期の迫った動物，死亡動物等を臨床観察所見記録シートに記録

しfこ。

11)体重

体重は投与開始から回復試験終了時まで毎週 1回測定した。

測定は自動天秤を用いて行い、フロッピー・ディスクに記録した。
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12)飼料摂取量

飼料摂取量は毎週 1回給餌した残量を自動天秤を用いて測定し、フロッピー・ディスクに

記録した。コンビュータで飼料摂取量 (g/week)を算出した。

13)臨床検査

臨床検査は投与終了時および回復期間終了時の計 2回実施した。

採血するに当り、動物は約16時間絶食させた。動物をエーテルで麻酔後開腹し、腹部大動

脈から採血した。

a. 血液学検査

血液学検査には初血を用いた。検査は THMS (米国テクニコン社〉を用いて下記の項目を

測定した (EDTA-3K添加血液〉。

白 血 球 数 (WB C) 暗視野板法

赤 血 球 数 (R B C) 暗視野板法

ヘモグロビン量 (H G B) シアンメトヘモグロビン法

ヘマトクリット値 (HCT) 全赤血球の容積より補正

平均赤血球容積 (MCV) RBC， HCTより算出

平均赤血球血色素量 (MCH) HGB， RBCより算出

平均赤血球血色素濃度 (M C H C) HGB， HCTより算出

血 板 数 (P L T) 暗視野板法

白血球百分率 フローサイトケミストリー法

網赤血球 (RC) はキャピロット(テルモ株式会社、東京都渋谷区幡ケ谷2-44-1)で染色後、

血液塗抹標本を作製し保管した。

下記の項目は、血液凝固自動測定装置 KC-40(独国 Amelung社)を用いて測定した。クエ

ン酸ソーダ、添加血液を遠心分離して得た血衆を用いた。

プロトロンビン時間

活性化部分トロンポプラスチン時間
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生化学検査

生化学検査は CentrifiChemENCOREll C米国ベーカ一社)および EKTACHEM100N C米国

コダック社〉を用いて血清の下記の項目を測定した。

ビューレット法

B. C. G.法

計算値

ヘキソキナーゼ法

酵素法

酵素法

ウレアーゼ改良法

J a f f e'法

アリザリン法

モリブデンブルー法

(T P) 

(A I b) 

(A/G) 

(G I u) 

(TG) 

(T-Cho 1) 

(B U N) 

(Crea) 

(C a) 

(1 P) 

白

糖

肪

ン

A/G比

血

中性脂

総コレステロール

尿素 窒

蛋

プjレ

総

ア

素

ンレアチニク

ム

無機

グルタミン酸オキザロ酢酸

トランスアミナーゼ

ン

ウシノレカ

Karmen改良法(G 0 T) 

グルタミン酸ピルビン酸

トランスアミナーゼ Wroblewski and LaDue改良法(G P T) 

7ーグルタミルトランス

ぺプチダーゼ 酵素法

Bessey-Lowry-Brock改良法

電極法

電極法

電極法

(r-GTP) 

(A L P) 

(N a) 

(K) 

(C 1) 

アルカリホスファターゼ

ム

ム

ウ

ウ

トナ

カ

素

尿検査

尿は採尿器を用いて24時間(午前10時から翌日午前10時まで〉尿を採取した。

下記の項目を検査した。

塩

量

調

度

重

澄比

尿

色

濁

尿

沈

尿比重は尿比重計UR-SC株式会社アタゴ、東京都板橋区本町 32-10)を用いて測定した。

沈澄は尿を遠心分離後染色 CSternheimer変法〉し、顕微鏡観察によって調べた。
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下記の項目はトマルディスティックスSG(マイルス・三共株式会社、東京都中央区銀座

トト7)を用い、判定は CLINITEK200 (米国マイルス社)によって行った。

潜血

ケトン体

糖

蛋白

ピリルピン

ウロビリノーゲン

14)病理学検査

病理解剖は投与終了時および回復期間終了時に動物をエーテル麻酔し、放血致死させ実施

した。肉眼的異常を病理解剖所見記録シートに記録した。

臓器重量は臓器重量測定用自動天秤を用いて、脳，肝，腎，牌，副腎，精巣および卵巣に

ついて測定し、臓器重量・体重比を算出した。

上記重量測定臓器と下垂体，眼球，甲状腺〈上皮小体を含む)，心，肺，胃，勝脱，骨髄

(大腿骨〉および肉眼所見で変化が認められた器官・組織は10%中性緩衝ホルマリン液で

固定した。

病理組織学検査は固定した器官・組織のうち、対照群と高用量群の心，肝，牌，腎および

副腎について行った。常法に従って(掬関東組織形態研究所で薄切標本を作製し、ヘマトキ

シリン・エオジンで染色した。鏡検は安評センターで実施し、病変の種類および程度につ

いて記録した。
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15)データの記録および統計分析

本試験の諸データは、安評センターのコンビュータ・システムを用いて記録し、統計分析

した。各試験群の体重，飼料摂取量，血液学検査値，生化学検査値，尿検査値(尿量およ

び尿比重のみ)，臓器重量および臓器重量・体重比は、下記に示した自動判別方式に従い、

最初に Bartlettの等分散検定を実施した。等分散の場合は一元配置の分散分析を行い、

分散が有意で各群の標本数が同数の場合は Dunnettの多重比較検定、各群の標本数が異な

る場合は Duncanの多重範囲検定で対照群と各投薬群聞の有意差を検定した。 Bartlettの

等分散検定で不等分散の場合は Kruskal-Wallisの順位検定を実施し、有意の場合はノン

パラメトリックの Dunnettの多重比較検定で対照群と各投薬群閣の有意差を検定した。

有意水準は 5および 1%の片側検定で実施した。

-
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 -m抽
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順位検定

有意差

あり

差意

し
有

な

有意差

あり

有意差

なし

比較検定 範囲検定

ノンノ守ラメトリック

Dunnett多重比較検定
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1 1.試験 結果:

1)死亡率

生存率は Figure1に、生存数および死亡率は Table1に示した。

投与期間中、雌雄とも対照群を含むすべての試験群で死亡例は認められなかった。また、

回復期間中、雌雄とも対照群および1.000 mg/kg群で死亡例は認められなかった。

2)臨床観察

臨床観察所見は Table2および Appendix1に示した。

投与期間および回復期間を通じて雌雄いずれの群にも異常動物は観察されなかった。

3)体重

体重は Figure2， Table 3および Appendix2に示した。

雌雄とも投与期間および回復期間を通じていずれの週も群聞で差が認められず、投与期間

中 (0--4週〉および回復期間中 (4--6週〉の体重増加量にも差はなかった。

4)飼料摂取量

飼料摂取量は Figure3， Table 4および Appendix3に示した。

雄では投与期間および回復期間を通じて群間で差が認められず、 0-4週間の総摂取量に

も差は認められなかった。

雌では 300および1， 000 mg/kg群で、投与 1週に対照群に比較して摂取量が減少したが、

投与 2週以降は両群とも対照群と差がなかった。 300mg/kg群では、 0--4週間の総摂取

量においても対照群に比較して減少したが、用量相関性のない変化であった。

5)血液学検査

血液学検査は Table5および Appendi x 4に示した。

投与終了時の結果

雄では 100mg/kg群で白血球数が対照群に比較して減少したが、用量相関性のない変化で

あった。

雌では 100mg/kg群で好中球比率が減少し、リンパ球比率が増加したが、用量相関性のな

い変化であった。

回復期間終了時の結果

雄では対照群と1.000 mg/kg群で差の認められた項目はなかった。

雌では1.000 mg/kg群で MCHCが減少し、統計学的有意差が認められたが、ヘマトクリッ

ト値，ヘモグロビン量に差はなく、生理的変動の範囲内の値であった。
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6)血液凝固検査

血液凝固検査結果は Table6および Appendix5に示した。

投与期間終了時および回復試験終了時の検査結果において、雌雄ともプロトロンピン時間，

活性化部分トロンポプラスチン時間に群間差は認められなかった。

7)生化学検査

生化学検査は Table7および Appendix6に示した己

投与終了時の結果

雄ではすべての被験物質投与群で A/Gが増加したが、総蛋白およびアルブミンに群間差は

認められず、数値的に A/Gに用量相関性は認められず、被験物質投与に起因した変化とは

考えられなかった。また、1.000 mg/kg群で対照群に比較して GPTおよび "1-GTPの増加が

認められたが、極めて軽微な変化で、毒性学的意義はないと考えられた。その他、 100mg 

/kg群で血糖が減少したが、用量相関性のない変化であった。

雌ではすべての被験物質投与群で "1-GTPの減少が認められたが、生理的変動の範囲内の値

であった。その他、 300mg/kg群でカリウムが減少したが、用量相関性のない変化であっ

た。

回復期間終了時の結果

雄の1.000 mg/kg群で塩素が増加し、雌の1.000皿g/kg群でカルシウムが減少し、統計学

的有意差が認められたが、生理的変動の範囲内の値であった。

8)尿 検査

尿検査結果は Table8および Appendix7に示した。

投与終了時の結果

雌雄ともすべての検査項目において群間差は認められず、被験物質投与の影響がなかった。

回復期間終了時の結果

雌雄とも L000 mg/kg群と対照群との間で差のある検査項目は認められなかった。

9)臓器重量

臓器重量は Table9および Appendix8に示した。

投与終了時の結果

雌雄とも重量を測定したいずれの臓器においても群間で差が認められなかった。

- 12 -



回復期間終了時の結果

雄の1.000 mg/kg群で、脳重量が増加し、統計学的に有意差が認められたが、極めて軽微で、

投与終了時には認められなかった変化であり、毒性学的に意義のある変化とは考えられな

かった。

10)臓器重量・体重比

臓器重量・体重比〈相対重量〉は Table10および Appendix9に示した。

投与終了時の結果

雌雄とも対照群と差のある臓器は認められなかった。

回復期間終了時の結果

雄の1.000 mg/kg群で副腎相対重量が、また雌の1.000 mg/kg群で牌相対重量が増加し、

統計学的有意差が認められたが、いずれも極めて軽微で、投与終了時には認められなかっ

た変化であり、毒性学的に意義のある変化とは考えられなかった。

11)病理学検査

肉眼所見は Table11および Appendix10に、組織所見は Table12および Appendix11 

に示した。

a)剖検所見

発生率の上から被験物質投与によることの示唆される肉眼所見は、投与終了時および回復

試験終了時の計画屠殺動物において、雌雄とも観察されなかった。

その他の肉眼所見は、いずれも各群に単発性の発生に止まった。

b)組織所見

投与終了時の対照群および L000 mg/kg群について組織学的検査を行ったが、発生率の上

で被験物質投与によることの示唆される所見は観察されなかった。

その他の所見はいずれも発生率上、被験物質投与の影響の示されなかったもので、その主

なものを下記する。

(1)心 肉芽巣:雄に低い発生であった。

(2)肝 脂肪化:いずれも小空胞を肝細胞中に示すもので、肝の中に散見される程

度の軽度のものであった。雌雄ともに高い発生率を示した。

肉芽巣:局所的にみられる軽度のものが大部分であった。同程度の範時で

はあるが雌のほうにやや目立った。雌では全例に、雄では殆どの例に観察

された。

- 1 3 一



(3)腎 好塩基性化:雄では殆どの例に観察されたが、雌ではやや高い発生率を示

(4)副腎

しfこ。

石灰沈着:雌雄とも高い発生率を示した。

好酸性小体:雄の全例に観察された。

肉芽巣:雄では低い発生、雌では僅かの発生であった。

胎児型糸球体遺残.，雄ではやや高い発生率を示したが、雌では僅かの発生

であった。

空胞化:皮質細胞にみられる小さな空胞で軽度のものであったが、雄に高

い発生率を示した。

その他、観察された所見は単発性の発生に止まった。

- 14 -



1 2.考察および結論:

臨床観察の結果、投与期間および回復期間を通じて雌雄いずれの群にも異常動物は観察さ

れず、死亡例も認められなかった。

体重は、雌雄とも投与期間および回復期聞を通じて群間で差が認められなかった。

飼料摂取量は、雄では投与期間および回復期間を通じて群聞で差が認められず、雌では

300および L000 mg/kg群で投与後 1週に対照群に比較して摂取量が減少したが、数値的

には用量相関性に欠ける変化であり、 2週以降の摂取量からも被験物質の影響は示唆され

なかった。

血液学検査，血液凝固検査，生化学検査および尿検査結果には、雌雄ともに被験物質投与

に起因すると考えられる変化は認められなかった。

臓器重量測定の結果、雌雄とも被験物質投与に起因すると考えられる変化は認められな

かった。

病理学検査の結果、肉眼的にも、組織学的にも、被験物質投与によると示唆される病変は、

雌雄ともに観察されなかった。

以上の結果、 n-ぺンタデカンは雌雄ともし 000mg/kg投与でも何等毒性が認められず、

無影響量を1.000 mg/kgと判断した。

- 15 -
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Table 1. Survival and mortality 政p.No. 1お9(115-010) 

Sex Do(smge klegv) el 肱抱1ksofe2xI沼rim3ent Mort(a完l)ity 
4 

Male 。 10/10 10/10 10/10 10/10 0.0 

100 5/5 5/5 5/5 5/5 0.0 

300 5/5 5/5 5/5 5/5 0.0 

1，000 10/10 10/10 10/10 10/10 0.0 

Female 。 10/10 10/10 10/10 10/10 0.0 

100 5/5 5/5 5/5 5/5 0.0 

300 5/5 5/5 5/5 5/5 0.0 

1， 000 10/10 10/10 10/10 10/10 0.0 

Number surviving / N:四 iber関 rgroup. 



加-PyoCenter (mort) 8014 page 1 

Table 1. 切 ntinued Survi val and皿ortality Exp. No. 1839 (115-010) 

Sex h(sme gAlegv) el 肱迫5ksofe6 xmriment ltbrtality 
(%) 

Male 。 5/5 5/5 0.0 

1，000 5/5 5/5 0.0 

Female 。 5/5 5/5 0.0 

1，000 5/5 5/5 0.0 

Number survi ving / Number関 rgroup. 



加-PyoCenter (clob) 8043 page 1 

Table 2. Clinical 0民氾rvation Exp. No. 1839 (115-010) 

Sex: Male 

Signs 
政{鴎mgAlegv)el 肱抱1160f2e羽MBr3iE叩 t4 Total 

(1→ 4) 

normal/Number per group 

L3010000 0 0 0 115500/i//551100115500////551100115050////551100115050////5 5 110 0 

10 

15 0 5 

回 crifiα詞

I，3O10000 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 

。o。
5 5 5 5 5 5 5 

。 。 5 



Table 2. 寸刃ntinued Clinical observation 

Sex:地1e

Signs 

normal/N四ber関 rgroup 

sacrifiα対

政指elevel 
(mg/kg) 

o 
1，000 

O 
1，000 

Weeks of exPeriment 
5 6 

5/5 5/5 
5/5 5/5 。。5 

5 

加-PyoCenter (clob) 8043 page 1 

政p.No. 1839 (115-010) 

Total 
(5→ 6) 

5 
5 

5 
5 
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Table 2. 吋泊ntinu凶 Clinical observation 政p.No. 1839 (115-010) 

Sex: Female 

Signs 政{指megklegv) el 肱見1160f2eX関r3iment4 (1To→u4l ) 

normal/N四berper group 。。

115005////E51100115050////551100115050////551100110550////5 5 110 0 

10 

1，3O180 00 0 15 5 0 

sacrifiα対 。 。。 。

0 0 0 0 5 5 5 5 5 5 5 
I，3O10000 0 0 0 0 0 。。

5 
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Table 3. Body聡 ight 肱p.No. 1839 (115-010) 

( unit : g ) 

Sex h(smge klegv) el 肱抱isofe。xperi皿ent
1 2 3 4 

Male 。 138土 4 198土 9 255士12 299士13 347土 23

100 138土 4 198土 10 249土 11 296土 9 337土 16

300 138士 6 204土 8 264士 8 305土 9 350土 14

1，000 138士 5 202土 10 256土14 295土11 344士28

Female 。 119土 6 161土 7 186土 8 209土15 228土 15

100 119土 6 153土 7 175土 8 196士 5 221士11

300 119土 5 156土 10 175土18 192土 17 211土24

1， 000 119土 5 158土 7 182土10 202土13 225土 16

恥Siga1l土S.D.
ificant differenωfrom∞ntrol group; *: P孟0.05 **: P孟0.01



Table 3. 吋x>ntinued 敵対~ weight 

Sex 政(渇mgeklegv) el (GOa→in 4) 

Male 。 209土21

100 199土14

300 213士12

1，000 206土29

Female 。 109土14

100 103土13

300 92 :1: 21 

1，000 106土17

恥Siggllif土iSca.Dnt. differenωfrom∞ntrol grl∞p; *: P孟0.05 **: P孟0.01

加-PyoCenter (凶w) 8014 page 2 

Exp. No. 1お9(115-010) 

( unit : g ) 



Table 3. 切 ntinued 刷 y随 ight

Sex ぬ(smgeAlegv) el W飽 160fe5 xperiment 

Male 。 394土30

1，000 386土34

Female 。 240土21

1， 000 239土21

S除iggllif士i団S.Dnt. differmωfrom∞ntrol group; 

6 

420土32

411土37

246土25

246土22

*: P孟0.05 **: P孟0.01

(G4a→in 6) 

65土11

60土18

22土 9

18土 3

An-PYOωnτer 似XlWJ dU14 t'age 1 

政p.No. 1お9(115-010) 

( unit : g ) 
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Table 4. Fα対∞nsumption 肱p.No. 1839 (115-010) 

( unit : g/椛 氾k) 

Sex め(smegAlegv) el W印加 dfX関山ent (TOo→ul 4) 2 3 4 

Male 。 151士 6 169土 9 181士 9 181士17 681土 36

100 157土 13 166土17 178土 10 168土 16 669土 52

300 157土 9 177土 6 183土 6 173土 7 690土 21

1， 000 156士15 172士15 178土 12 188土20 694土 50

Female 。 124:t: 6 128土 8 136土 10 130土 9 518士 26

100 115土 9 122土11 127土 4 123:t: 8 487土 20

300 112 土 9事事 117土12 123土 10 116土13 468土 40料

1， 000 116:t: 6本 123土 9 134土 10 128土 12 501土 31

恥Siam1if土iSca.Dnt. differ凶 ωfrOll∞ntrolgroup; *: P孟0.05 **: P孟0.01



Table 4. -continu吋 Fα対∞凶咽ption

Sex h(msge klegv) el W峨 sdprimeぱ

Male 。 200土 8

1，000 195土21

Female 。 142士13

1，000 141土 10

恥Siag11if土iSm.Dnt. differmωfromαXltrol group; 

6 

184土 12

182土21

121土 17

123土 14

*: P孟0.05 制:P孟0.01

(T5ot→al 6) 

お4土 16

378土 37

263土 28

264土 23

An-Pyoωnter (fdin) 8014 page 1 

政p.No. 1839 (115-010) 

( unit : g/附k) 
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Table 5. Hematology Exp. No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex h(smgeklegv) el N加o.imofls H(d 完) VHGdB l) (Xm108c /ば) 配(dV) 間(凶i) 版(ZE)C 

地le 。 5 47.2土1.8 14.1土0.5 7.47 :l: 0.46 63.3土 2.2 18.9土0.7 29.8土 0.6

100 5 47.2土1.3 13.9土0.3 7.40土0.29 63.9:l: 2.2 18.8土0.7 29.5土 0.3

300 5 47.1土0.7 13.9土0.4 7.42土0.20 63.5土1.2 18.7土0.5 29.5土 0.5

1， 000 5 47.9士1.0 14.3土0.4 7.63土0.25 62.9土1.7 18.7士0.4 29.8土 0.4

Female 。 5 47.4土1.2 14.0土0.2 7.68土0.18 61. 8土 0.5 18.2士0.3 29.5土 0.6

100 5 47.7土2.3 14.1土0.7 7.63土0.35 62.5土1.6 18.4土0.5 29.5土 0.6

300 5 47.4土2.0 13.9土0.6 . 7.72土0.27 61. 5土1.6 18.0士0.5 29.3土 0.3

1，000 5 47.4土1.4 13.6土0.5 7.54土0.40 62.9土1.9 18.1土0.7 28.8:l: 0.4 

除Si却g1lif土iSca.D1t. difference from∞ntrol group; *: P孟0.05 **: P孟0.01



An-pyo center mem"tJ dULM r~巳 i

Table 5. -continu凶 Hema句logy 政p.No. 1839 (115-010) 

恥ek: 4 

Sex ぬ(smegAlEegv) el N0.moaf ls {XP10L3T /md) (xt考mm3)
Dif郎fer，町e'ntialleLmuk∞~yte ∞mMONtsO (Z) 

anl 直lSN B脳O LUC 

Male 。 5 1171 :i: 72 10.1土 2.2 12士 3 85:i: 3 1士 O 1土 O O土 O 1土 O

100 5 1074土 85 7.1土1.3* 13土 4 84土 5 1土 O 2:i: 1 O士 O O士 O

300 5 1175土 64 10.8土 2.4 14土 5 84土 4 1土 1 1土 O 。士 O 1士 1

1，000 5 1192土 66 9.1士 0.9 13土 3 84土 3 1土 O 1士 O O土 O O士 O

Female 。 5 1191土 69 5.1土1.1 16土 5 82土 5 1土 O 1土 1 O土 O O土 O

100 5 1098土 82 6.2土1.5 8土 3** 90土 4** 1土 1 1土 1 O土 O O土 O

300 5 11鈎土 63 4.9土1.4 16土 2 82土 2 1土 O 2士 1 O土 O O土 O

1，000 5 1125土 91 4.0士 0.4 17土 3 80土 3 1土 O 2土 1 O土 O 。士 O

L肱SUi沼EgI:1IiIf土aiSαrE.mDe.t 四品百質匂問ir副書記∞ef1r1岨s α)ntrol gr刀叩;
*: P孟0.05 **: P孟0.01



An-PyOωnter lc"tqoJ 包U4j yage 1 

Table 5. 吋刃ntinu凶 Hematology Eゅ.No. 1839 (115-010) 

Week: 6 

Sex 加(smegklegv) el No.moaf ls E(C完)E (HgG/dB l) (x郎108C/mm3) 舵(dV) K(凶E) 阪(ZE)C 
anl 

Male 。 5 44.7土1.9 14.3土0.5 7.65士o.12 58.4士 2.1 18.7土0.5 32. 1土 0.5

1， 000 5 45.8土1.3 14.4土0.3 7.82士0.26 58.7土 3.0 18.4土0.8 31. 4:f: 0.4 

Female 。 5 45.7土1.0 14.5土0.3 7.71土0.10 日.3土 0.8 18.7士0.3 31. 6土 0.2

1，000 5 44.9土1.5 14.0土0.4 7.57土0.24 59.3土1.2 18.5土0.3 31. 2土 0.3*

S除iag1lif土iS凶.Dnt. differezm from∞ntrol group; *: P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 5. 可~ntinued Hema句logy Exp. No. 1お9(115-010) 

Week: 6 

Sex h(s皿egklegv) el N0.mof ls (XP10L/T md) anl (xt考mm3)
Dif郎fer町entialleLWukP∞H yte∞mMOtNsO (完}

fmN B脳O LUC 

Male 。 5 1157士 53 11. 8土1.6 13士 5 83土 5 2土 1 1土 O O士 O 1士 O

1， 000 5 1087土107 12.1 :1: 3.0 12:1: 3 85:1: 4 2:1: 1 1士 1 O士 O 1土 O

Female 。 5 1095土105 6.2土1.9 15:1: 6 82:1: 7 l土 1 1士 1 O土 O O土 1

1，000 5 1203士 63 6.8土 0.7 16土 7 80土 7 1土 O 2土 1 O土 O O士 O

L恥Sli応ga:111If士aimSrg.eDnt . 四d百i壬ta加ir回官lce目 f11E宙s 開 ltrolgroup; 
*: P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 6. 白agulation Exp. No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex h(sme gklegv) el No.moaf ls 倍阿ec. ) 包即eTcT. ) anl 

Male 。 5 15.5士0.7 24.4土1.3

100 5 15.0士0.3 24.4士1.8

300 5 14.8土0.2 24.4土1.7

1，000 5 15.4土0.7 23.4土1.7

Female 。 5 15.5土0.4 21. 5土1.8

100 5 15.7士0.2 21. 8士1.4

300 5 15.3土0.2 21.1士1.7

1，000 5 15.9土0.5 19.9土1.2

馳SiEg11士S.D.
ificant difference from∞ntrol group; *: P~O. 05 **: P孟0.01
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Table 6. 切 ntinued 白母ulation 肱p.No. 1839 (115-010) 

Week: 6 

Sex ぬ(msgeAlegv) el Nm0.imoaf ls 信門ec. ) b即e甘c. ) 

Male 。 5 15.5土0.6 23.7土2.1

1，000 5 15.4土0.7 25.5土1.7

Female 。 5 16.0士0.8 21. 6士0.7

1，000 5 16.9 :t 0.6 22.6土1.9

除却土 S.D.
Significant difference from∞ntrol group; *: P孟0.05 林:P孟0.01



IUl-ryu し~Ilし巳1- ¥じI..¥.jUJ OU情。 CCll!)t:o ~ 

Tab1e 7. B1釧 chemistry 政p.No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex ぬ(smegAlgev) el No.mof ls (昭BU/Ndl) Cr同回t/dinli)ne T.ch(o昭le/sdtle)rol T.p(gro/dteli) n Alvbudmlin ) A/G 
anl 

Male 。 5 12.5土 3.0 0.68土0.05N 47土12 5.22土 0.20 2.79土0.11 1.15土0.06

100 5 11.1:i: 1.4 0.68土0.01 45土14 5.32土 0.21 2.96土0.14 1. 26土0.05**

300 5 11. 4土 2.4 0.68土0.05 43土 8 5.19士0.16 2.92土 0.10 1. 29土0.05料

1，000 5 11. 9土 3.6 0.70土0.07 47 :i: 16 5.19土 0.13 2.89士0.08 1. 26土0.04**

Female 。 5 13.4士1.4 0.67土0.04 53土 12 5.88土 0.19 3.45土0.14 1. 42土0.07

100 5 13.9土 3.2 0.60土0.04 51土 12 5.81土 0.28 3.40土0.14 1. 41土0.08

300 5 14.3土 5.1 0.61土0.02 59土 7 5.88土 0.16 3.45土 0.15 1.43土0.06

1，000 5 12.4土 2.9 0.60土0.08 66土13 5.64土 0.12 3.26士0.06 1.38土0.06

梅SHi: g田HImif士iSCmE.mDrat . 臨dむiffiec 悶a鴎田1 yfEEi咽s α)ntrol group; *: P孟0.05 料 :P孟0.01
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Tab1e 7. 切 ntim凶 B1制 chemistry 肱p.No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex ぬ(s昭eklegv) el Naon.imoaf ls G(昭1uα/d沼le) Tri(昭gW/edeld)de (GUU/lT ) (GUP/lT ) (MU/P 1) Gam(Ua/-lG) TP 

Ma1e 。 5 134土 6 37.6土 5.2 57土 5 13土 2 138士 45 0.1 :i: 0.1 

100 5 120土 9* 44.1土 8.8 51土 6 12土 3 160土 68 0.4土 0.3

300 5 129:i: 8 42.2土 5.0 54土 6 11土 3 140 :i: 26 0.2 :i: 0.3 

1，000 5 138士 9 41. 4士12.9 49土 8 17土 2本 154土 56 0.9土 0.3**

Fema1e 。 5 131 :i: 13 30.2土 6.9 52士 8 14土 1 103土 12 1.0土 0.3

100 5 120土17 28.7土 4.1 49土 7 13士 4 118土 40 0.3土 0.4**

300 5 141土12 29.6土 4.3 45士 4 12土 4 125士 22 0.3 :i: 0.4** 

1， 000 5 134土10 28.9土 2.9 49土 6 17土 5 95土 25 0.3土0.2**

S恥igmlif士iSca.Dnt. differermfrom∞ntrol group; *: P孟0.05 料 :P孟0.01
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Table 7. 一∞ntinu凶 Bl制 chemistry Exp. No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex 恥(smegklegv) el No.moaf ls (msωmoilu/m l) P(om tamsosl/iulm ) (C皿hmloorl/idle) C(maglc/diulm ) I.p(h昭os/pdhla)te 
anl 

Male 。 5 141. 7土1.3 4.84土0.18 106.1土1.1 9.30土0.12 7.41土0.70

100 5 143.1土0.5 4.74土0.32 107.6土0.9 9.32土0.14 7.27土0.37

300 5 142.6土1.2 4.57土0.10 108.5土1.4 9.44士0.14 7.24士0.45

1，000 5 141. 9土1.1 4.91士0.30 108.2士2.3 9.30土0.25 7.23土0.55

Female 。 5 141. 9土1.0 4.49土0.18 107.7土2.3 9.68土0.16 6.60土0.62

100 5 142.0土0.9 4.56士0.17 108.9土0.9 9.62士0.15 7.00土0.31

300 5 142.3土0.8 4. 05 :i: O. 15** 109.0土1.9 9.67土0.20 6.32土0.59

1， 000 5 141. 5土0.8 4.46土0.18 109.9土0.6 9.51土0.27 6.44土0.25

馳Sigg1lif土iS回.Dnt. differenωfrom∞ntrol group; *: P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 7. 吋x>ntinued Blα泊 chemistry 肱p.No. 1お9(115-010) 

Week: 6 

Sex 肱(活昭eAlegv) el No.moaf ls (昭BU/Ndl) Cr(e昭at/dinli)ne T.d(o昭le/sdtle)rol T.p(gro/dteli) n Al(bgu/dmiln ) νG 
anl 

地le 。 5 12.1土 0.6N 0.63土0.06 51土 9 5.41土0.15 2.93士0.06 1.18土 0.03

1，000 5 13.6土 2.7 0.67土0.06 45土12 5.36土0.10 2.94土0.09 1. 21土 0.06

Fema1e 。 5 18.3:t: 5.5 0.70土0.06 49土 9 5.88士0.26 3.47士0.24 1.44土 0.10

1， 000 5 15.8土 2.3 0.64土0.05 44士13 5.69土0.19 3.19土0.15 1. 28土 0.11

恥SNi:S剖H3mif土iSαm.mDmt• Edtifrfiec I官aE田e1yfBRis E 町田旬、)1gI百四p; *: P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 7. 吋沿ntinued Blα対 chemistry 政p.No. 1839 (115-010) 

Week: 6 

Sex ぬ(msgeklegv) el Naon.imoaf ls G(皿1g11αId活le) Tri(g皿gly/dcelr)ide (ωU/T l) (GU門11) {MU/P l) G祖(国U/-lG)TP 

Male 。 5 155土12 51. 8土17.9N 42土 4 10土 121士 23 0.1士0.2

1，000 5 143土 8 49.9土 5.1 37土 8 10土 2 123士 28 0.1土0.1

Female 。 5 119土 9 33.6土 5.8 57土 23N 29:1: 26N 81.土 20 0.4土0.2

1，000 5 121土17 34.2土 5.7 43土 6 10土 2 81士 21 0.6土0.5

梅SNi:田gNloifn士iSαm.mDrtt• 盟国dtifrfiecna書記EelyfE加15盟 α)ntrolgroup; *: P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 7. 切 ntin削 Bl制 chemistry 肱p.No. 1お9(115-010) 

肱迫k: 6 

Sex ぬ(smgeklegv) el N0.mof ls (m sωmoilu/皿1) P(om 匂msosl/i咽1) (αm1m10orl/idle ) C(a昭lc/diulm) I.p(h昭os/pdMl)旬
anl 

地le 。 5 142.1土1.7 4.62土0.20 106.4士1.5 9.23土0.18 6.91土 0.23

1，000 5 143.1士1.5 4.54土0.36 108.7土1.2* 9.27土0.16 6.64土0.29

Female 。 5 142.0士0.7 4.40土0.16 108.6土1.0 9.37土0.16 5.33土0.54

1，000 5 141. 6土0.5 4.27土0.12 109.3土0.9 9.14士0.13* 5.14土0.49

s恥iag1I土S.D.
ifi伺 ntdifference fromα>ntrol group; *: P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 8. Urinalysis 政p.No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex ぬ(昭seAl沼ev)el No.moaf ls Vo(ml四l)e Spe氾ificGravity 
anl 

Male 。 5 8土 2 1. 052土0.008

100 5 8土 2 1. 053土0.010

300 5 8土 2 1. 053士0.004

1，000 5 8土 2 1.052土0.009

Female 。 5 6土 2 1. 061土0.009

100 5 5土 1 1. 075土0.012

300 5 4土 1. 085土0.024

1， 000 5 4土 1. 082土0.027

恥Sigg1lif土iSca.Dnt. difference from∞ntrol group; *: P壬0.05 **: P孟0.01
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Table 8. 可沿ntinued Urinalysis 政p.No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex h(s昭eklegv) el N0.moaf ls Co1lo2r 34567891011 TCulerabrid蜘ityddy pH 55.566.577.588.5孟9anl 

Male 。 5 5 4 122  

100 5 4 1 5 122  

300 5 5 5 5 

1，000 5 5 5 3 2 

Female 。 5 5 5 1 4 

100 5 5 5 3 2 

300 5 3 2 5 2 3 

1，000 5 4 1 5 2 3 

cblor:81==CBorolomr-lablsad，29==SMliillq t ywehiltloew，， 3詐10==YぬeF1ululo側owrr側-廿01肌r'gr，側4←=R，凶11，=5詐B=lRuee凶d寸u-廿 own，6= Dark r凶， 7= Dark brown， 



如l-PyOCenter (CtqlJ HU4J page :t 

Table 8. 寸ヨontinu凶 Urinalysis 以p.No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex h(smge Alegv) el N釦0.imofls 段氾ult+/B-lα1+ 刈 Ke句-ne+s/-1+2+3+4+ Gl~~.{f'd~~ - +j-1+ 2+ 3+ .25 0.5孟1.0

Male 。 5 5 4 5 

100 5 5 2 3 5 

300 5 5 4 1 5 

1，000 5 4 1 4 5 

Female 。 5 5 3 2 5 

100 5 5 2 3 5 

300 5 5 2 3 5 

1， 000 5 5 2 3 5 
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Table 8. 初日tinued Urinalysis 政p.No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex ぬ(略seAl沼ev)el N0.Eaof is Promte+in/ー佃/30d1l0)0 孟300 Bil imbirl 2 III-obilin0o2e.n0(E4. .U./dl) 
直11 - 1+ 2+ 3+ 0.1 1.02.0 4.0 8.0孟12

Male 。 5 4 2 3 5 

100 5 3 2 2 3 5 

300 5 3 2 3 2 5 

1， 000 5 2 3 1 4 5 

Female 。 5 4 1 4 5 

100 5 2 3 5 5 

300 5 2 2 4 5 

1，000 5 2 2 1 4 5 
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Table 8. 切 ntinu凶 Urinalysis: Micrω∞pic examination of s凶iment E叩. No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex 政活(mgeAltegv) el Nm0.imof ls E-wt1h+r2∞+拭3邸+ 明ヂ約+ Ep-it1h+-2c+e3l+ ls 白-st1s+2+3+ Fat glob. M. thr回 ds
一 + + 

Male 。 5 5 2 3 5 5 5 5 

100 5 5 5 5 5 5 5 

300 5 5 5 5 5 5 5 

1，000 5 4 1 2 3 5 5 5 5 

Female 。 5 5 3 2 5 5 5 5 

100 5 5 4 1 5 5 5 5 

300 5 5 221  5 5 5 5 

1， 000 5 5 2 3 5 5 5 5 
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Table 8. 可沿ntinu凶 Urinalysis : Micros∞pic examination of sediment Exp. No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex ぬ(smgeklegv) el N0.oaf l others 
anlmals ー+

Male 。 5 5 

100 5 5 

300 5 5 

1，000 5 5 

Female 。 5 5 

100 5 5 

300 5 5 

1，000 5 5 
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Table 8. -continued Urinalysis Exp. No. 1839 (115-010) 

Week: 6 

Sex ぬ(smgeAlegv) el N0.moaf ls Vo(ml四l)e S開ぉificGravity 
anl 

Male 。 5 8土 2 1. 071土0.016

1，000 5 7土 2 1. 076士0.018

Female 。 5 4土 2 1.104土0.035

1， 000 5 5土 3 1. 084土0.021

除Si却g1l 士S.D.
ificant differenωfrom∞ntrol group; *: P孟0.05 **: P孟0.01



nll 且IU \.JCII~且 \~'^μ I UV噌 U 1 U6C .L 

Table 8. 吋刃ntinu吋 Urinalysis 肱p.No. 1839 (115-010) 

肱氾k: 6 

Sex ぬ{msgeklegv) el Nmoi.mof ls cb1lo2r 34567891011 TCulerbarid肱it』yddy pH 55.566.577.588.5ミ9

地le 。 5 5 5 1 4 

1，000 5 5 5 4 

Female 。 5 5 5 113  

1，000 5 5 5 3 2 

Color : 1= Colorl笛s， _2~ Sl~gþt y~llow， 3= Y~llow-brown， 4= Red， 5= Red-brown， 6= Dark r凶， 7= Dark brown， 
8= Brown-black 9= Milky White， 10= Fluoresent gr飽 n，11= Blue. 
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Table 8. 吋沿ntinued Urinalysis Exp. No. 1839 (115-010) 

Week: 6 

Sex h(smge Alegv) el No.moaf ls Proーte+in/-(mg3/0d1l0) 0孟300 Bi l iru1b+in 2 U0ro.b1il1M0o2ge.n0(E4.U0.8/d.0l) 主12
anl 一+3+ 

Male 。 5 1 3 4 5 

1，000 5 3 5 5 

Female 。 5 2 3 5 5 

1，000 5 3 5 5 
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Table 8. 吋刃ntinued Urinalysis : Microscopic examination of s凶iment 肱p.No. 1839 (115-010) 

恥ek: 6 

Sex ぬ(smgeklegv)el N0.mof ls Ew-t1h+r∞2+昨3邸+ Ia-d1E∞+同2+es3+ Ep-it1h+-2c+h3l+ ls 白-st1s+2+3+ Fat glob. M. thr凶也
anl + + 

Male 。 5 5 5 5 5 5 5 

1， 000 5 5 5 5 5 5 5 

Female 。 5 5 5 5 5 5 5 

1，000 5 5 2 3 5 5 5 5 
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Table 9. Organ聡 ight Exp. No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex 政(活megklegv} el No.moaf ls Bωy W(egi) S1t Bra(gin ) Liv(egr ) Kidn(ω eys Spl(ege) n 
anl 

Male 。 5 338土21 2.02土 0.05 10.03土1.18 2.86土 0.37 0.64土 0.07

100 5 337土16 2.00士 0.08 9.63土1.13 2.76土 0.31 0.57土 0.08

300 5 350土14 2.00土 0.06 9.80土 0.66 2.72土 0.26 0.63:t 0.07 

1， 000 5 337土33 1. 99土 0.13 9.65士1.37 2.69士 0.49 0.56土 0.05

Female 。 5 233土 14 1. 91土 0.09 6.71土 0.64 1. 81土 0.21 0.44土 0.09

100 5 221土 11 1. 85土 0.08 6.26土 0.37 1. 81土 0.05 0.46土 0.10

300 5 211土24 1. 91土 0.10 6.28士 0.80 1. 82土 0.13 0.38土 0.03

1， 000 5 221土 12 1. 91土 0.08 6.42土 0.36 1. 75土 0.20 0.41土 0.06

除Siag11if士iSca.Dnt. difference from∞ntrol group; *: P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 9. 切 ntinued Organ鵬 ight 政p.No. 1839 (115-010) 

恥ek: 4 

Sex ぬ(smgeklegv) el N0.moaf ls Adre(nmgal) s T凶(gぬ)s Ovar(mi邸g) 
anl 

Male 。 5 54土 3N 2.88土 0.20

100 5 54土 4 2.93士 0.07

300 5 55土 10 2.80土 0.21

1，000 5 54士 11 2.98土 0.15

Female 。 5 64土 4 84:f: 10 

100 5 66土 10 81土 15

300 5 65土 6 80士 13

1，000 5 66土 7 92土 11

肱sNi:坦mrNBoinf士iS曲m.D目mt. Edti世riecr官a四田lysfEi咽s α)ntrol group; 本:P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 9. 叩 ntinued Organ聡 ight 政p.No. 1839 (115-010) 

Week: 6 

Sex Do(sme gAl沼ev)el No.mof ls 刷 yW(egi) ght Bra(gin ) Liv(egr ) Ki伽(ges) Spl(gee) n 
anl 

地1e 。 5 420土32 2.07土 0.07 12.34土1 .68 3.23土 0.28 0.69土 o.13 

1，000 5 411土37 2.17土 0.07* 12.02土1.66 3.05土 0.51 0.68土 O.12 

Fema1e 。 5 246土25 1. 99土 0.01N 6.45土 0.49 1. 87土 0.17 0.45土 0.05

1，000 5 246 :t: 22 1.98土 0.06 6.59土 0.59 1.83士 0.14 0.49士 0.04

恥SNi:g四N1Bmif±iSαpa.mDmt. 陪dtifrfiecI百直四田1YfEIi唱s 団 ltrolgrl∞p; *: P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 9. 切 ntinu凶 Organ鵬 ight 肱p.No. 1839 (115-010) 

Week: 6 

Sex ぬ(smegklegv) el No.moaf ls Adre(皿ngal)s Tes(gte) s Ovar(miegs ) 
anl 

Male 。 5 55土 7 3.19土 0.27

1，000 5 61土 3 3.19土 0.51

Female 。 5 72土 4 92士 13N

1，000 5 75土 7 90土 4 

N除Si:g却N1回if士iSc開a.Drta. Edtifrfie er副a賞田Blysfri咽s α)ntrol gr凹 p; 本:P孟0.05 **: P孟0.01
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Table 10. Organ削 ghtper body鵬 ight Exp. No. 1839 (115-010) 

Week: 4 

Sex 加(smgeklegv) el Na0n.imoaf ls Bωy W(egi) ght Bra(完in) Liv(e完r) Kidn{克~rs Spl(Zee) n 

Male 。 5 338土21 0.600土 0.044 2.957土0.177 0.842士0.059 0.188士0.016

100 5 337土 16 O.印5土 0.040 2.お 3士0.227 0.817土 0.063 O. 170土0.028

300 5 350土14 0.572土 0.038 2.794土0.103 0.774士0.056 0.180 :t 0.017 

1， 000 5 お 7土 お 0.593土 0.051 2.855 :t 0.193 0.793士0.082 O. 168土0.013

Female 。 5 233土14 0.821土0.019N 2.881土0.190 0.777士0.058 0.187士0.031

100 5 221土11 0.837土0.063 2.829土O.105 0.818土0.028 0.209土0.038

300 5 211土24 0.914士0.094 2.970土0.104 0.865土0.074 0.180土0.011

1，000 5 221土12 0.864土0.027 2.909土0.183 0.790土 0.054 O. 185土0.016

除SNi:出gNEoinf土iSmpa.DnRt. 盟deti釘:ric四 百a四ElysfEi咽s ∞ntrol gr・'Oup; *: P孟0.05 料:P孟0.01



Table 10. 切 ntinued Organ附 ght関 rbody鵬 ight

Week: 4 

Sex ぬ(smgeklegv) el Nmo.imof ls Adre(Zna) ls Tes(Z民)s 

Male 。 5 0.016土0.001 0.851土0.058

100 5 0.016土0.001 o. 871 :1: o. 024 

300 5 0.016土0.003 0.803土0.090

1，000 5 0.016土0.003 0.889土0.072

Female 。 5 0.028土0.002

100 5 0.030土0.006

300 5 0.031土0.005

1，000 5 0.030 :1: 0.004 

S除iagl1土S.D.
ificant difference fromα>ntrol group; *: P~O. 05 制 :P孟0.01

Ovaries 
(%) 

0.036 :1: 0.003 

0.037土 0.008

0.038土 0.006

0.042土0.005

JUl-ryu lsflar ¥urgrl} OUll.1 r己~e ~ 

肱p. No. 1839 (115-010) 
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Table 10. 明 ntinued Organ鵬 ightper body刷 ght 政p.No. 1839 (115-010) 

Week: 6 

Sex ぬ(smgeklegv) el Nmo.imof ls Bωy W(egi) ght Bra(克in) Liv(完er) Kid(leZy) s Spl(Zee) n 

地le 。 5 420 :1: 32 0.494土0.030 2.933土0.189 0.771士0.049 0.163土0.021

1，000 5 411土37 0.531土0.042 2.917士0.211 0.738土0.067 o. 165土0.021

Female 。 5 246土25 0.818土0.081 2.633土0.090 0.762土0.049 0.185土0.009

1，000 5 246 :1: 22 0.808土0.052 2.678土0.168 0.744士0.055 0.197土0.005*

恥an士S.D.
Significant difference from∞ntrol group; *: P孟0.05 林:P孟0.01



Tab1e 10. 切 ntinued Organ鵬 ight閃 rbody鵬 ight

快犯k: 6 

Sex h(sme gklegv) el No.moaf ls Adre(n%a) ls Tes(%te) s 
anl 

地1e 。 5 0.013土0.001 0.762土0.072

1，000 5 0.015土0.001* 0.774土0.080

Fema1e 。 5 0.030土0.005

1，000 5 0.031 :i: 0.004 

恥an土S.D.
Significant difference from∞ntro1 group; *: P孟0.05 料:P孟0.01

Ovari邸

(完)

0.037土0.003

0.037土0.003

IUI-ryu ~IIし匂1 ¥Ul包IIJ 0υ句d rCll)t:: u 

政p.No. 1839 (115-010) 
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Table 11. Summary of grlαぉ finding.s( saCI廿 iωdat 4 W田 k) 政p.No. 1839 (115-010) 

Sex: Male 

政No0指.remofn le田veli回 1s(聞F昭記in凶Agm|nsg}ies d 5 0 100 305 0 LO05 0 
5 

DsIGmgalrl rIVinE tSesYStiEnEe M defom阻1 。 。 。 1 

四kIiNdAnReYy SYSTZM dilatMpelvis 。 。 。



M-t'YOしenuer ¥PdUaJ ðll~ yage :ti 

Table 11. 切 ntinu凶 S咽 maryof gross findings ( sacrifiωat 4 WI飽 k) 政p.No. 1839 (115-010) 

Sex: Female 

政N0O国r園o田fl一e田v一eli岨 15{田略F宮i町M/k却glms}izM s- 5 0 100 300 1， 000 
5 5 5 

DslIGむivE珊en底reI力VESY訂国廿E曲aEliicftoek mmtむiおve/mr凶Eule 
。 。 。。

0 1 1 。 。。 1 。
阻utPReOrDusUα'IVE SYSTElf 

dilated lumen 。 。 。
国p政itXuRi匂IEEIYSEYSlaEm剖d qyst 。 。 。 1 



Tab1e 11. 

Sex:地1e

切 ntinued Summary of grωs findings ( sacrific凶 at 6恥 k) 

加se1eve1 ( mg/kg ) 
NQ. of anima1s n~rq~i凶
Organ一 一 一 一 Findings_ 

DIGESTlVE SYSTEM 
1iver 叫lIte patch/zone 

URINARY SYS叩M
kidney scarrl凶

町政広RlNESYS百羽
pituitary gland 

cyst 

0 
5 

。
。

100 
0 

IUI-T1U ¥A::1I1..¥::::1 ¥J..IOvaJ 01.1.ヨ rC]dt: 1. 

訟p.No. 1839 (115-010) 

300 
0 

1，000 
5 

1 

。
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政p.No. 1839 (115-010) 4 Week ) Summary of his旬logicalfindings ( sacrifi倒 atTab1e 12. 

Sex:地1e

p.ose !eve~ . (.略/kg)
No. of animals initially in study 
No. of anima1s necro凶i凶
No. of anima1s ex，掴ill'凶 his句logical1y
Organ一一一一一 Findings 

1，000 
5 
5 
5 
2 

300 
5 
5 
0 
2 

100 
5 
5 
0 
2 

A
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D
F
h
d

の。 3 
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1 3 1 3 3 1 
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H
T
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( 5) 

fatty.change 
granulation 

凶S叩，~~liç c~e 
depc路itof calci咽

目指!lJoph~lic 以対y
hyaline.droplet 
granulati∞ 
fetal glomerulus 

URINARY SYSTEM 
kidney 

四
d

悶
lmω ( 5) ( 0) ( 0) ( 5) 。

t: slight .2:臨対erate 3: marked 。:No. of animals examined micr，ω∞pically at this si te. 

。3 。。3 vacuolic change 
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肱p.No. 1839 (115-010) 4 Week ) S四Dlaryof histological findings ( sacrifiα抵抗吋氾ntinu凶Table 12. 

Sex: Female 

ぬse!eve! . (.略/kg) 
No. of animals initially in study 
No. of animals necro凶 ied
No. of animals examin凶 histologically
Organ一一一一一 Findings 3 

1， 000 
5 
5 
5 
2 1 3 

∞5
5
0
2
 

q
o
 

3 

100 
5 
5 
0 
2 1 3 
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U
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( 5) 
qasop~~liç ch?nse 
de阪湾itof calcium 
fmulatim 
e匂1gloDlerulus 

URINARY SYSTEM 
kidney 

1: slight 2:皿ωerate 3: marked 。:No. of animals examined Dlicrω∞pically at this site. 
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